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第 5問 

(1) △𝐴𝐵𝐶 において 𝐴𝐵 = 2, 𝐴𝐶 = 1, ∠𝐴 = 90° とする。このとき 

 

𝐵𝐶 = √𝐴𝐵2 + 𝐴𝐶2 = √5 

 

である。 

 

 
 

∠𝐴 の二等分線と辺 𝐵𝐶 との交点を 𝐷 とすると、 

 

𝐵𝐷 ∶  𝐷𝐶 = 𝐵𝐴 ∶ 𝐴𝐶 = 2 ∶ 1 

 

であることから、 

 

𝐵𝐷 =
2

2 + 1
× 𝐵𝐶 =

𝟐√𝟓

𝟑
 

 

である。 

 点 𝐴 を通り点 𝐷 で辺 𝐵𝐶 に接する円と辺 𝐴𝐵 との交点で 𝐴 と異なるも

のを 𝐸 とする。このとき △ 𝐴𝐵𝐷 と △ 𝐷𝐵𝐸 について、 

 

∠𝐴𝐵𝐷 = ∠𝐸𝐵𝐷, ∠𝐵𝐴𝐷 = ∠𝐸𝐷𝐵 

 

であるため、△ 𝐴𝐵𝐷 と △ 𝐷𝐵𝐸 は相似である。よって、 



𝐵𝐸 ∶  𝐵𝐷 = 𝐵𝐷 ∶   𝐴𝐵 ⇒   𝐴𝐵 ⋅ 𝐵𝐸 = 𝐵𝐷2 =
𝟐𝟎

𝟗
 

 

となり 

 

𝐵𝐸 =
20

9
×

1

𝐴𝐵
=

𝟏𝟎

𝟗
 

 

である。 

ここで 𝐵𝐸/𝐵𝐷 と 𝐴𝐵/𝐵𝐶 を比較すると 

 

𝐵𝐸

𝐵𝐷
=

10

9
/

2√5

3
=

10

9
×

3

2√5
=

√5

3
(=

5√5

15
) 

𝐴𝐵

𝐵𝐶
=

2

√5
=

2√5

5
(=

6√5

15
) 

 

となるため、
𝐵𝐸

𝐵𝐷
<

𝐴𝐵

𝐵𝐶
  が成り立つ。このことから、 

 

𝐵𝐸

𝐵𝐷
<

𝐴𝐵

𝐵𝐶
⇒ ∠𝐵𝐸𝐷 > 90° 

 

がわかるため、直線 𝐴𝐶 と直線 𝐸𝐷 の交点は辺 𝐴𝐶 の端点 𝑪 の側の延長上

にある。 

 

 

 先ほどの直線 𝐴𝐶 と直線 𝐸𝐷 の交点を 𝐹 とする。また 𝐶 を通り 𝐸𝐹 に



平行な直線と辺 𝐴𝐵 との交点を 𝐺 とする。 

 

 

 

このとき、 

 

𝐵𝐸 ∶ 𝐸𝐺 = 𝐵𝐷 ∶  𝐷𝐶 = 2 ∶ 1 ⇒ 𝐸𝐺 =
1

2
× 𝐵𝐸 =

5

9
 

 

よって、 

 

𝐶𝐹

𝐴𝐹
=

5

9
/

8

9
 =

𝟓

𝟖
 

 

であるから、 

 

𝐶𝐹 = 𝐴𝐹 ×
5

8
= (1 + 𝐶𝐹) ×

5

8
⇒ 𝐶𝐹 =

𝟓

𝟑
 

 

である。 

 

以上から 𝐴𝐹 = 1 +
5
3

=
8
3

 となるため、 

 



𝐵𝐹 = √𝐴𝐵2 + 𝐴𝐹2 = √22 + (
8

3
)

2

= √
100

9
=

10

3
 

 

このことから 

 

𝐶𝐹

𝐴𝐶
=

5

3
 ,

𝐵𝐹

𝐴𝐵
=

10

3
/ 2 =

5

3
 

 

となり、二つの値が等しいことがわかる。 

これは直線 𝐵𝐶 が ∠𝐴𝐵𝐹 の二等分線であることを示している。三角形 

𝐴𝐵𝐹 において点 𝐷 は ∠𝐵𝐴𝐹 の二等分線 𝐴𝐷 と∠𝐴𝐵𝐹 の二等分線 𝐵𝐶 と

の交点であることがわかるため、点 𝐷 は三角形 𝐴𝐵𝐹 の内心である。 

 

第 5問の正解 
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